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「多能性細胞におけるゲノム恒常性維持機構」	

≪概要≫　	
　個体発生の初期には、体を構成する全ての細胞種に分化する能力（多能性）を持つ細胞
が一過的に出現します。この時期から樹立された胚性幹細胞（ES細胞）は、染色体構造や
細胞周期制御など、様々な点で他の細胞種と異なっていますが、そのことがどのように多
能性維持と連携しているのかは明らかではありません。	
　 この中で私たちは、ES細胞が細胞分裂を経てゲノム情報を維持する仕組み（ゲノム恒常
性維持機構）に興味を持ち研究を進めています。特に、DNA複製期は細胞周期の中でゲノ
ムが最も傷つきやすい時期であることから、マウスES 細胞のDNA複製期に着目して研究
を進めています。	
　 また、分化した細胞に多能性を導入する技術が再生医療の応用に向けて注目を集めて
いますが、その過程でのゲノム恒常性は重要な課題であると考えています。私たちは、こ
の問題を紐解くために細胞融合という多能性誘導系を用いて多能性誘導とゲノム恒常性
の関係を明らかにすることを目指しています。	
　 本セミナーでは私たちの研究グループで得られた最新の知見をもとに多能性とゲノム恒
常性の維持について考察したいと思います。	
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